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開業ま�で 日�54つく�ば� 
エク�ス�プ�レ�ス� 

●固定資産税・都市計画税（第２期）�
●国民健康保険料（第１期）●介護保険料（第１期）�

納税・納付は便利な口座振替で 

今月の納税・納付�

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします
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来
月　

日
、
市
民
待
望
の
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が

２４

い
よ
い
よ
開
業
と
な
り
ま
す
。
新
し
く
で
き
る
市
内
の
３
駅

も
、
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
開
業
に
合
わ
せ
て
「
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
」
と
「
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
」
の

高
架
下
に
、
新
た
に
合
計
６
つ
の
自
転
車
駐
車
場
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
８
月
６
日
に
は
、
南
流
山
駅
と
秋
葉
原
駅

間
で
開
業
を
記
念
し
て
の
列
車
試
乗
会
も
行
わ
れ
ま
す
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
も
残
り　

日
と
な
り
、
流
山
の
未
来
を
切
り

５４

開
く
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
向
け
て
、
市
内
の
機

運
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　６月２３日、万が一に備えTX南流山駅で行われた総合
消防訓練

　

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
�
と

市
の
共
催
で
、「
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
試
乗
会
」
を
行
い

ま
す
。
当
日
は
、
南
流
山
駅

か
ら
秋
葉
原
駅
ま
で
を
快
速

列
車
で
往
復
し
ま
す
。

　

開
業
に
先
立
ち
、
真
新
し

い
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

列
車
に
試
乗
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

▽
期
日
＝
８
月
６
日
�
▽

集
合
時
間
＝
当
選
者
に
通
知

▽
試
乗
列
車
数
＝
午
前
２
編

成
、
午
後
２
編
成
▽
集
合
場

所
＝
Ｔ
Ｘ
南
流
山
駅
※
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
▽

試
乗
区
間
＝
南
流
山
駅
―
秋

葉
原
駅
往
復
（
途
中
下
車
は

で
き
ま
せ
ん
）
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
／
１
８
０
０
人

（
１
編
成
４
５
０
人
、
多
数

抽
選
）
※
座
席
数
の
関
係
で

全
員
は
座
れ
ま
せ
ん
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
往

つつ
くく
ばば
エエ
クク
スス
ププ
レレ
スス
開開
業業
間間
近近

新
２
駅
に
自
転
車
駐
車
場
設
置

新
２
駅
に
自
転
車
駐
車
場
設
置

ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
にににににににににににに
乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗
ろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううう
！！！！！！！！！！！！

Ｔ
Ｘ
に
乗
ろ
う
！

試
乗
会
に
抽
選
で
１
８
０
０
人

　

８
月　

日
の
つ
く
ば
エ
ク

２４

ス
プ
レ
ス
開
業
に
合
わ
せ
、

新
駅
の
「
流
山
お
お
た
か
の

森
駅
」
と
「
流
山
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
駅
」
の
両
駅
高
架

下
に
合
計
６
つ
の
自
転
車
駐

車
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
自
転
車
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
市
が
依
頼
す
る
形

で
�
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ

ン
タ
ー
が
、
建
設
か
ら
運
営

管
理
ま
で
行
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
と
同
じ

８
月　

日
�
を
予
定
し
て
い

２４

ま
す
。
駐
車
台
数
は
、
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
が
１
４
７

７
台
（
う
ち
原
付
バ
イ
ク
１

３
６
台
）、流
山
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
駅
が
５
３
６
台
（
う

ち
原
付
バ
イ
ク　

台
）
と
な

７１

り
ま
す
。

�
　

両
駅
の
自
転
車
駐
車
場
の

利
用
受
付
を
、
８
月　

日
か

２０

ら
開
始
し
ま
す
。
受
け
付
け
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利
用
受
付
は

利
用
受
付
は

８
月
８
月　

日
か
ら

日
か
ら

２０２０

�
　

６
月
７
日
、
流
山
市
自
転

車
駐
車
対
策
審
議
会
（
木
村

自
転
車
駐
車
対
策

審
議
会
か
ら
答
申

は
現
地
で
行
い
ま
す
の
で
、

実
際
に
利
用
場
所
を
確
認
し

て
か
ら
、
別
表
の
利
用
料
金

を
持
参
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
者
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
申
し
込
み
は

１
人
１
台
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
郵
送
や
電
話
に
よ
る
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

▽
受
付
開
始
日
＝
８
月　
２０

日
�
〜
▽
受
付
時
間
＝
午
前

６
時　

分
〜
午
後
８
時
（
先

３０

着
順
）
▽
場
所
＝
各
自
転
車

駐
車
場
内
管
理
人
室
▽
利
用

料
金
＝
別
表
参
照
▽
利
用
時

間
＝　

時
間
（
管
理
人
の
勤

２４

務
時
間
は
午
前
６
時　

分
か

３０

ら
午
後
８
時
ま
で
）
▽
そ
の

他
＝
受
け
付
け
の
際
、
学
生

（
高
校
生
以
下
）
の
方
は
学

生
証
を
、
生
活
保
護
世
帯
の

方
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
持
つ
方
は
受

給
証
明
書
や
各
手
帳
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い

　

□問
 

�
自
転
車
駐
車
場
整
備

セ
ン
タ
ー
�
０
３
―
３
６
６

７
―
１
２
４
１
／
生
活
安
全

課
�
７
１
５
０
―
６
３
１
２

喜
久
会
長
）
か
ら
、
自
転
車

駐
車
場
利
用
登
録
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
の
内
容
は
、
限
ら
れ

た
施
設
を
公
平
か
つ
有
効
に

利
用
す
る
た
め
、
受
益
者
負

担
を
基
本
に
、
利
用
登
録
制

度
か
ら
施
設
利
用
制
度
へ
転

換
を
図
る
も
の
で
、
施
設
の

グ
レ
ー
ド
や
駅
舎
ま
で
の
距

離
に
応
じ
た
料
金
体
系
や
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
な
ど

が
求
め
ら
れ
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受

け
、
利
用
料
金
な
ど
の
条
例

改
正
に
向
け
て
準
備
を
進
め

ま
す
。

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

　今回設置の自転車駐車場の利用案内等について、これまで３回にわた
って説明会を実施しました。各説明会で、参加者から出された主な質疑
とその回答をご紹介します。
（利用・受付関係）
Ｑ　自転車と原付バイクを併用して利用できますか。
Ａ　自転車と原付バイクは別々の登録となり、利用料金や駐車場所も異
なりますので併用はできません。

Ｑ　一時利用できますか。
Ａ　流山おおたかの森駅に、自転車１２９
台、原付バイク１３台、流山セントラ
ルパーク駅に、自転車４５台、原付バ
イク７台の一時利用置場を設けます。

Ｑ　収容台数が不足した場合は、どのように対応しますか。
Ａ　両駅とも整備用地が確保されておりますので、不足が生じた場合、
早急に増設します。

（料金関係）
Ｑ　料金の算定根拠を教えてください。
Ａ　つくばエクスプレス沿線３駅の自転車駐車場の建設事業費に機械導
入の費用を加えた総額から、おおむね１５年間の使用収益および約２億
円の市負担額を差し引いた額を基本として算定しました。

Ｑ　既存の市営自転車駐車場との料金格差をどのように考えていますか。
Ａ　現在、市営自転車駐車場の料金は、登録に係る手数料として年額
３,０００円です。この額では運営経費を賄えないため、自転車駐車対策審
議会の答申を受け、改正に向けて現在検討を進めています。

Ｑ　新駅自転車駐車場に変更した場合、市営自転車駐車場の料金は返還
されますか。

Ａ　市営自転車駐車場の料金は、登録に係るものですので返還されませ
ん。

　　なお、新駅自転車駐車場と市営自
転車駐車場を併用して利用すること
は可能です。

（その他）
Ｑ　新２駅へのアクセス道路は、どうなるのでしょうか。
Ａ　本紙７月１５日号に図面を示します。また、現地に案内看板を設置し
誘導します。

Ｑ　なぜ、�自転車駐車場整備センターに依頼するのですか。
Ａ　同財団は、つくばエクスプレス沿線３駅で自転車駐車場の建設を行
う上で、最も低利の資金調達が可能であり、施設の建設から管理運営
まで一貫して行うことにより、市の一時的な財政負担や事務量の軽減
を図るものです。

市議会第２回定例会
１４議案を可決

　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
９
日
か
ら　
２７

日
ま
で
開
か
れ
、
当
初
提
案
し
た
平
成　

年
度

１７

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

件
と
、
最
終
日
に

１１

追
加
提
案
し
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
人
事
案
件

３
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
閉

会
し
ま
し
た
。

利用料金表（定期・一時利用料金）　
一時利用（１日）６カ月３カ月１カ月区　分

１００円
８,７００円４,５００円１,６００円一 般

７,６００円３,９００円１,４００円学生（高校生以下）

１５０円１５,１００円８,０００円２,８００円原付バイク
※８月分の料金は無料です（一時利用を除く）
※生活保護世帯の方、身体障害者手帳または療育手帳を持つ方
は、利用料金が免除になります

���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������

�　ＴＸ新２駅の自転車駐車場についてＴＸ新２駅の自転車駐車場について
Ｑ
＆
Ａ

復
ハ
ガ
キ
に
午
前
か
午
後
の

希
望
、参
加
者
全
員
�

�

の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

市
内
在
勤
・
在
学
者
は
勤
務

先
名
・
学
校
名
、
返
信
用
に

代
表
者
の
宛
名
を
明
記
し
、

７
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま

１０

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
都
市
計
画
課

「
Ｔ
Ｘ
試
乗
会
」
係
ま
で
※

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
４
人
ま

で
、
重
複
申
し
込
み
不
可
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
７

月　

日　

時
か
ら
市
役
所
で

２０

１４

公
開
抽
選
会
を
実
施
。
抽
選

結
果
は
７
月
下
旬
に
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
７

　TX南流山駅のホーム
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指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

等
に
つ
い
て 

　

制
度
導
入
に
向
け
て
、
昨

年　

月
に
流
山
市
公
の
施
設

１２
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

手
続
等
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

導
入
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
こ
と
や
コ
ス
ト
の
削

減
、
さ
ら
に
は
、
適
切
な
受

け
皿
の
確
保
等
が
条
件
と
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
条
件
の

も
と
、
現
在
庁
内
の
公
共
施

設
検
討
委
員
会
等
で
指
定
管

理
者
の
導
入
が
可
能
な
施
設

を
検
討
中
で
す
。
条
件
を
ク

リ
ア
で
き
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
４
月
の
実
施

１８

を
目
指
し
、
来
る
９
月
の
条

例
改
正
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
公
の
施
設

の
有
料
化
に
つ
い
て
行
財
政

改
革
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま

え
、
市
民
の
意
見
や
近
隣
市

の
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
小
山

小
学
校
等
の
建
設
に
つ
い
て

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
事
業
の
流
山
新
市
街

地
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

地
区
内
に
位
置
す
る
小
山
小

学
校
、
十
太
夫
福
祉
会
館
等

は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と

の
整
合
を
図
る
た
め
、
平
成

　

年
９
月
を
目
標
に
移
転
す

２０る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
移
転
先
は
隣

接
地
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同

時
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
土
地
の
有
効
活
用

や
複
合
的
施
設
と
し
て
相
互

の
機
能
の
有
効
的
な
活
用
が

図
れ
る
ほ
か
、
効
率
的
な
管

理
運
営
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

整
備
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

勘
案
し
、民
間
の
持
つ
資
金
、

技
術
、
管
理
運
営
方
法
等
を

活
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導

入
し
、
事
業
の
円
滑
な
推
進

と
低
廉
で
か
つ
良
質
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開

業
イ
ベ
ン
ト
と
第　

回
流
山

３０

花
火
大
会
に
つ
い
て 

　

来
る
８
月　

日
の
つ
く
ば

２４

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
伴

い
、
開
業
当
日
お
よ
び
８
月

　

日
、　

日
の
両
日
南
流
山

２７

２８

駅
、
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
、
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
の
３
駅
を
中
心
に
、
開
業

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第　

回
と
い
う
節

３０

目
を
迎
え
る
流
山
花
火
大
会

は
、８
月　

日
に
予
定
さ
れ
、

２７

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開

業
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と

し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

　

項
目
に
つ
い
て
報
告

２１

市議会
第２回定例会

　

６
月
９
日
、
平
成　

年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は　

項
目
に
つ
い
て
市
政

１７

２１

の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
掲
載
し
た
項
目
以

外
に
「
第　

回
国
勢
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
」、「
新
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
の
進
行
管
理
に
つ

１８

い
て
」、「
長
野
県
信
濃
町
と
の
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
書
の
取
り
交
わ
し
に
つ
い
て
」、

「
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
及
び
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
等
に
つ
い
て
」、

「
安
全
安
心
対
策
事
業
に
つ
い
て
」、「
流
山
福
祉
輸
送
セ
ダ
ン
特
区
の
認
定
に
つ
い
て
」、「
知
的

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ゆ
う
ゆ
う
」
の
開
設
に
つ
い
て
」、「
環
境
基
本
計
画
の
策
定
状
況
等

に
つ
い
て
」、「
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
及
び
春
季
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
」、

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
関
連
に
つ
い
て
」、「
タ
ウ
ン
バ
ス
に
つ
い
て
」
も
報
告
し
ま
し
た
。

　

流
山
市
民
待
望
の
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
開
業
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
、
多
く
の
市
民

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
市
内
外
に
向
け
広
域

的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
展
開
し
、
本
市
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
立
県
千
葉
モ
デ
ル
推

進
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て 

　

平
成　

年　

月　

日
付
で

１６

１０

２９

千
葉
県
か
ら
モ
デ
ル
推
進
事

業
の
指
定
を
受
け
、�
利
根 

運
河
を
活
用
し
た
水
と
緑
豊

か
な
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
�
の
実
現
を
目
指
し
、
流

山
市
観
光
協
会
、
県
派
遣
の

観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
地
元

企
業
、
商
業
団
体
、
環
境
団

体
、
国
土
交
通
省
等
で
構
成

す
る
「
利
根
運
河
観
光
地
づ

く
り
検
討
委
員
会
」
を
発
足

し
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
、
７
回
の
会
議

を
開
催
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

利
根
運
河
の
実
現
の
た
め
、

観
光
整
備
事
業
を
行
う
こ
と

が
提
案
さ
れ
、
今
後
庁
内
お

よ
び
関
係
機
関
等
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
融
和
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て 

　

当
該
施
設
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
議

会
や
地
元
住
民
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
広
く
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月　

日
に
基
本

１４

設
計
の
地
元
説
明
会
を
行
い
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見

を
で
き
る
限
り
設
計
に
反
映

し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
平

成　

年
度
当
初
の
施
設
オ
ー

１８
プ
ン
に
向
け
て
、
鋭
意
設
計

作
業
を
行
い
、
工
事
の
発
注

手
続
き
に
入
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
施
設
の
運
営

管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
し

て
福
祉
会
館
に
位
置
付
け
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
３
・
２
・

　

号
（
江
戸
川
新
橋
）
三
輪

２５野
山
駒
木
線
、
通
称
都
市
軸

道
路
の
延
伸
計
画
に
つ
い
て

　

当
延
伸
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
９
月
に
説
明
会
を

１５

開
催
し
て
以
来
、
地
元
説
明

会
や
対
話
集
会
、
広
報
等
に

よ
り
計
画
の
概
要
を
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
。

　

都
市
計
画
変
更
の
手
続
き

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の

都
市
計
画
に
係
る
素
案
を
、

去
る
４
月　

日
か
ら
５
月
２

１５

日
ま
で
、
２
週
間
の
縦
覧
に

供
し
、
５
月　

日
に
千
葉
県

２８

主
催
の
公
聴
会
が
開
催
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
当
日
は　
３１

名
の
方
々
が
公
述
を
さ
れ
ま

し
た
が
、
ル
ー
ト
の
変
更
、

住
宅
地
へ
の
道
路
計
画
の
撤

回
を
求
め
る
も
の
や
、
ま
た

現
流
山
橋
の
交
通
渋
滞
お
よ

び
周
辺
環
境
の
改
善
、
さ
ら

に
は
非
常
災
害
時
へ
の
備
え

の
た
め
の
新
橋
の
必
要
性
等

に
つ
い
て
の
公
述
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
の
手
続
き
と
し
て
は
、

県
お
よ
び
市
で
は
、
都
市
計

画
の
案
を
作
成
し
縦
覧
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
計
画

審
議
会
を
経
て
、
都
市
計
画

決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
県
と
市
は
、
居
住

環
境
に
配
慮
し
た
道
路
と
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

地
元
住
民
の
皆
さ
ま
と
道
路

環
境
に
つ
い
て
協
議
す
る
場

を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

木
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て 

　

当
該
区
画
整
理
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
４
月
１
日
付

で
国
土
交
通
大
臣
か
ら
事
業

認
可
を
受
け
、
千
葉
県
事
業

と
し
て
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

各
関
係
権
利
者
に
は
、
４

月
４
日
付
で
県
施
行
の
事
業

認
可
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
６
月

　

日
に
は
今
後
の
事
業
の
進

１２め
方
に
つ
い
て
、
第
１
回
目

の
説
明
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

木
地
区
事
業
が
鋭
意
推
進
さ

れ
ま
す
よ
う
県
に
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も

地
権
者
と
の
調
整
等
に
つ
い

て
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
南

口
商
業
施
設
に
つ
い
て 

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
周

辺
の
約　
　

を
流
山
新
拠
点

４０
ha

と
位
置
付
け
、
東
武
野
田
線

西
側
を
「
商
業
機
能
重
点
誘

導
ゾ
ー
ン
」、
東
側
を
「
業
務

機
能
重
点
誘
導
ゾ
ー
ン
」
と

し
て
都
市
機
能
の
集
積
を
図 

り
、
魅
力
的
な
中
心
核
と
し

て
整
備
・
育
成
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
商
業
機
能
重

点
誘
導
ゾ
ー
ン
の
核
で
あ
る

駅
南
口
の
共
同
利
用
街
区
へ

の
大
型
商
業
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
開
発
事
業
者
が
柏

高
島
屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー

ル
等
を
手
掛
け
て
い
る
「
東

神
開
発
株
式
会
社
」
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

同
社
の
計
画
と
し
ま
し
て

は
、
総
事
業
費
約　

億
円
、

９０

平
成　

年
１
月
に
着
工
し
、

１８

　

年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定

１９し
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も

こ
の
商
業
施
設
は
、
流
山
新

拠
点
の
ま
ち
づ
く
り
の
、
先

導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
本
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し

い
、
南
口
都
市
広
場
や
２
号

近
隣
公
園
な
ど
と
の
一
体
的

な
空
間
づ
く
り
が
実
現
で
き

る
よ
う
事
業
者
と
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま 

す
。

　

今
後
の
公
立
幼
稚
園
の
あ

り
方
に
つ
い
て 

　

本
市
に
お
け
る
幼
児
教
育

は
、
充
実
し
て
き
て
い
る
民

間
で
の
幼
児
教
育
を
十
分
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
、ま
た
、

市
内
の
す
べ
て
の
就
学
前
の

幼
児
を
対
象
に
し
た
教
育
相

談
や
私
立
幼
稚
園
と
の
連 

携
、
ス
ム
ー
ズ
な
義
務
教
育

へ
の
移
行
が
で
き
る
よ
う
小

学
校
と
の
連
携
・
接
続
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

第
５
回
教
育
委
員
会
議
に

お
い
て
、
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
ま
し
た
「
流
山
市
立
幼

稚
園
協
議
会
か
ら
の
答
申
に

つ
い
て
」、慎
重
に
協
議
し
た

結
果
、「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
や

ご
意
見
も
あ
る
が
、
答
申
を

尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
」と
、

教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え

方
を
ま
と
め
た
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
東
幼
稚
園
に

つ
い
て
は
、
借
地
契
約
の
延

長
に
つ
い
て
、
助
役
や
教
育

長
が
何
度
も
足
を
運
び
、
地

権
者
の
方
に
、
よ
う
や
く
１

年
間
の
猶
予
期
間
を
い
た
だ

い
た
経
緯
も
含
め
、
平
成　
１９

年
３
月
に
お
け
る
借
地
契
約

の
終
了
を
も
っ
て
、
廃
園
す

る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

や
む
を
得
な
い
状
況
で
あ
る

と
思
料
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
全
市

的
な
視
点
に
立
ち
、
新
し
い

市
街
地
構
想
の
中
で
移
転
す

る
小
山
小
学
校
に
併
設
す
る

形
で
、
幼
児
教
育
充
実
の
た

め
の
研
究
機
能
を
持
つ
、
新

た
な
幼
児
教
育
施
設
の
建
設

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

流
山
青
年
の
家
の
改
修
整

備
に
つ
い
て 

　

流
山
青
年
の
家
に
つ
き
ま

し
て
は
、
４
月
１
日
付
で
財

産
譲
与
契
約
を
締
結
し
、
建

物
、
土
地
、
物
品
等
に
つ
い

て
引
き
渡
し
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
流
山
青
年
の
家
改

修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
実
施
設
計
が
終

了
後
、
９
月
当
初
に
工
事
着

手
が
出
来
る
よ
う
に
作
業
を

進
め
、平
成　

年
４
月
に
は
、

１８

施
設
整
備
の
方
針
で
あ
る
市

民
の
教
育
・
文
化
・
芸
術
活

動
の
拠
点
施
設
と
し
て
開
所

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
２
年
３
月
に

基
本
計
画
を
策
定
し
て
以
来
、

長
年
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

（
仮
称
）
流
山
市
総
合
教
育

会
館
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
流
山
青
年
の
家
」
を
市

民
の
教
育
・
文
化
・
芸
術
の

拠
点
施
設
と
し
て
活
用
す
る

た
め
断
念
し
、
建
設
用
地
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
今

後
庁
内
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市民に活用される公共施設　市民に活用される公共施設

豊かな緑が広がる利根運河　豊かな緑が広がる利根運河

流山おおたかの森駅　流山おおたかの森駅

教育・文化・芸術活動の拠点に　教育・文化・芸術活動の拠点に
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第１０９３号（　）　　　平成17年７月１日（金曜日）３

　

平
成　

年
１
月
１
日
お
よ

１８

び
平
成　

年
４
月
１
日
採
用

１８

予
定
の
流
山
市
職
員
を
募
集

し
ま
す
。募
集
す
る
職
種
は
、

保
健
師
、
看
護
師
、
消
防
士

（
初
級
）、
消
防
士
（
救
急
救

命
士
）
の
４
職
種
で
す
。

　

【
受
験
手
続
き
】

　

▽
提
出
書
類
＝
試
験
申
込

書
（
市
指
定
用
紙
を
人
事
課

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
本
人
が
人
事
課
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
▽
受
付
期
間

／
時
間
＝
８
月
１
日
〜　

日
１２

／
９
時
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　平成１６年度財政状況
市税が対前年度比２.５３％減

□問 財政課�７１５０－６０７１　

　市民の皆さんから納めていただいた税金
をはじめ、国や県からの補助金、市が借り
ているお金などがどのように使われている
のかを知っていただくために、市の財政状
況を年２回公表しています。今回は平成１６年
度予算収支（平成１６年度決算見込み）の財政
状況をお知らせします。この決算見込額は、
１年間に予算を執行した実績です。

一般会計 　平成１６年度の一般会計の決算見込額は、平成１５年度決算に比べ、歳入では１１億４,３８３
万円多い４０１億２,８０１万円に、歳出では８億６,２３６万円多い３８８億６,８０６万円となりました。歳入と歳出の
差額１２億５,９９５万円は１７年度予算に繰り越されます。
　全体的に見ると、減税補てん債の借り換え等により、歳入歳出規模が膨らみましたが、それ（５１億
９,２７８万円）を除けば歳出で前年度比１１．３９％減の緊縮型決算となりました。市税は前年度よりも４億
８,０５３万円落ち込んだものの、リサイクルセンターおよび焼却施設建設等関連経費がなくなったため、
財政調整積立基金からの取り崩しをしないで、決算することができました。項目ごとの金額と平成１５
年度決算額との対比は、表１のとおりです。前年度と比べその差が大きいものは、歳入では市債や地
方譲与税、歳出では公債費や衛生費など次のとおりです。

歳入
　・市債（２２.８８％増）…平成７、８年度に借り入れた減税補てん債（国の減税施策による市税の減収を埋めるた
めの地方債）の借り換え３９億４,８８０万円の増によるもの

　・地方交付税（１１.４０％減）…国の三位一体改革による影響や、地方交付税を算定する基礎となる単位費用や補
正係数の削減によるもの

　・地方譲与税（６７.０４％増）…国の三位一体改革に伴う国庫補助負担金の削減により、税源移譲されるまでの暫
定措置として所得譲与税が創設されたことによるもの

　・国庫支出金（１３.６８％増）…リサイクルセンターおよび焼却施設建設に係るＮＴＴ無利子貸付償還時補助金お
よび流山おおたかの森自由通路建設事業補助金等の増額などによるもの

　・諸収入（３３.１５％増）…流山おおたかの森自由通路建設事業に伴う都市再生機構からの負担金等の増によるもの

歳出
　・公債費（１３９.３２％増）…平成７、８年度借り入れの減税補てん債の借り換えやリサイクルセンターおよび焼
却施設に係るＮＴＴ無利子貸付に伴う一括償還によるもの

　・衛生費（５５.３０％減）…リサイクルセンターおよび焼却施設建設等の関連経費がなくなったことによるもの
　・土木費（１０.５１％増）…東武野田線乗換駅設置事業等の増によるもの
　・民生費（２.３５％増）…生活保護法に基づく扶助事業等の増によるもの
　・総務費（４.８９％増）…第３庁舎用地取得費の増によるもの

��������������
��������������
��������������
市債と債務負担行為
　市債は、一時に多額の経費を必要とする事業の財源に充て
るために、国や銀行などの金融機関から借り入れる借金です。
債務負担行為は、事業が何年も続く場合、事業が終了するま
で数年に渡って、支払いの約束をするものです（表２参照）。

�����
�����
�����
基金
　基金は、特定の目的を達成するために設けられています。
主な基金の現在額は表３のとおりです。

����������
����������市民の負担額
　納めていただいた市税の額と、市の事業
や市民サービスの費用を、市民１人当たり
に換算すると、図１のよ
うになります（平成１７年
４月１日現在の人口１５万
１,８３８人で算出）。差額は、
地方交付税、国・県支出
金、市債などで賄われて
います。

　特別会計は、国民健康保険や介護保険のように特定の事業を行うために、一
般会計と区別して経理する必要がある場合に設けられる会計です（表４参照）。

　
　水道事業は、公営企業として独立採算で運営されています。水道施設の修理

および建設に係る資本的収支に生じた１億４７１万円は、建設改良繰越工事等の財源に充当する予
定です。
　支出の主な内容は、第６次拡張計画に基づく新規浄水場整備として浄水処理・薬品注入室築造
工事や配水ポンプ設備工事等。また、つくばエクスプレス沿線整備事業に伴う配水管整備や石綿
セメント管等の老朽配水管の更新および企業債の返還等です。
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会
委
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受験資格採用予定日採用予定人員職種
昭和５２年４月２日以降に生まれた者
で、保健師の資格を有する者

平成１８年１月１日

いずれも
若干名

保 健 師

昭和５２年４月２日以降に生まれた者
で、看護師の資格を有する者

平成１８年１月１日看 護 師

昭和５２年４月２日以降に生まれた者平成１８年４月１日
消 防 士
（ 初 級 ）

昭和５２年４月２日以降に生まれた者
で、救急救命士の資格を有する者ま
たは平成１８年３月３１日までに資格取
得見込みの者

平成１８年４月１日
消 防 士
（救急救命士）

表４　全会計総括表 （単位：千円）

主な内容
増減率
（％）

１５年度決算額
１６年度収入
・支出済額

区分会計名

上記のとおり２.９３３８,９８４,１８１４０,１２８,０１４歳入
一 般

上記のとおり２.２７３８,００５,７０２３８,８６８,０６４歳出
一般会計繰入金 ３０９,４３２－４１.３９５２８,０３８３０９,４５９歳入

土 地 取 得
市債償還元金利子 ３０９,４５９－４１.３９５２８,０３８３０９,４５９歳出
公共施設管理者負担金 ３７１,５７０
市債 ２８０,０００

－１０.９０１,０６５,１６１９４９,０７８歳入西平井・鰭ケ
崎土地区画整
理 事 業 土地区画整理事業費 ８５３,５９５－１２.３７１,０５４,１０３９２３,６８６歳出

国民健康保険料 ４,５５５,７３０１.１３１０,４１３,０７５１０,５３０,６１６歳入
国民健康保険

保険給付費 ６,６７２,１４９１.４８１０,３３７,６７８１０,４９１,１８９歳出
介護保険料 ８６９,６９７
支払基金交付金 １,３９５,９８１

７.５０４,２８２,７６０４,６０４,０１８歳入
介 護 保 険

保険給付費 ４,３３７,９２２７.５４４,２７９,９３８４,６０２,７９０歳出
支払基金交付金 ５,８３１,６５９２.５５９,１１２,９８０９,３４５,６９９歳入

老人保健医療
医療諸費 ９,２５３,６１１２.５５９,１１２,９８０９,３４５,６９９歳出
使用料 １,０９３,０９１
繰入金 １,２００,０００

９.４０４,０３９,０３７４,４１８,８９１歳入
公共下水道

公共下水道事業費 ２,０８７,１０６１１.６２３,７８２,９９５４,２２２,５６１歳出
営業収益 ２,９６９,９３４２.４８２,９５１,３４０３,０２４,６８０水道事業収入

水 道 事 業
企業債 １,９４５,５００－１８.０７３,２６７,７３４２,６７７,２７２資本的収入
営業費用 ２,８１１,２９３０.３７２,９４９,３２８２,９６０,２７４水道事業費用
建設改良費 ２,１００,０７８－３１.３４３,７４７,０６７２,５７２,５６７資本的支出

１.８０７４,６４４,３０６７５,９８７,７２７歳入
合 計

０.６８７３,７９７,８２９７４,２９６,２８９歳出

表２　市債と債務負担行為（全会計） （単位：千円）
債務負担行為残高市債現在高会計名

２,５７２,９４５３９,４９８,４１３一般会計
０３７２,１９５土地取得

０８９１,０００西平井・鰭ケ崎土
地区画整理事業

１５,７６９,２６１１５,８１５,１３９公共下水道
０７,７０８,７９４水道事業

１８,３４２,２０６６４,２８５,５４１合計

表３　基金（一般会計・特別会計） （単位：千円）
１６年度末見込額区　　　分

４,３５２,６３０財政調整積立基金
９２４,５８２ふるさと２１まちづくり基金
１,７９０,０００土地開発基金
１,３７４,８６０減債基金
２４１,９９４廃棄物処理施設建設基金
４８９,６４１地域福祉基金
４７４,９５８市民病院等保健医療施設整備基金
２８０,９５４介護保険介護給付費準備基金
９４,４５６社会福祉基金
６１,０８３ふるさと緑の基金
２８９,９８４その他

１０,３７５,１４２合計
※財政調整積立基金：年度間の財源の不均衡を調整するための積立金
※減債基金：市債を返済するための積立金

表１ 一般会計予算執行状況の対前年度決算比較�

歳入�
市 　 税 �

市 　 債 �

国 庫 支 出 金 �

地 方 交 付 税 �

繰 入 金 �

県 支 出 金 �

地方消費税交付金�

繰 越 金 �

地方特例交付金�

諸 収 入 �

地 方 譲 与 税 �

使用料及び手数料�

分担金及び負担金�

そ の 他 �

計�

民 生 費 �

公 債 費 �

土 木 費 �

衛 生 費 �

教 育 費 �

総 務 費 �

消 防 費 �

議 会 費 �

諸 支 出 金 �

商 工 費 �

農林水産業費�

労 働 費 �

災 害 復 旧 費 �

計�

�185億2763万円万円�
190億  816万円万円�

増減率（％）�16年度収入済額�
15年度決算額�

歳出� 増減率（％）�16年度支出済額�
15年度決算額�

※減税補てん債借換債等を除いた16年度収入済額　349億3523万円（増減率－10.39％）�

※減税補てん債一括償還金等を除いた16年度支出済額　336億7528万円（増減率－11.39％）�

68億  560万円万円�
55億3840万円万円�

185億2763万円�
190億  816万円�

68億  560万円�
55億3840万円�

40億5379万円�
35億6590万円�

20億2169万円�
22億8176万円�

13億8120万円�
13億8343万円�

12億4192万円�
13億4742万円�

11億5588万円�
10億3585万円�

9億7798万円�
11億6187万円�

8億7374万円�
9億1437万円�

8億  235万円�
6億  259万円�

6億8854万円�
4億1220万円�

6億2289万円�
5億6725万円�

3億7162万円�
3億4735万円�

6億  318万円�
8億1763万円�

2.35�

139.32�

10.51�

－55.30�

－2.38�

4.89�

3.21�

1.76�

－41.40�

6.67�

－13.41�

－27.94�

2200.00�

2.27

89億  237万円万円�
86億9831万円万円�

86億2398万円万円�
36億  360万円万円�

66億2762万円万円�
59億9708万円万円�

39億6493万円万円�
88億6944万円万円�

39億  575万円�
40億    95万円�

37億7838万円�
36億  207万円�

18億  986万円�
17億5358万円�

4億1190万円�
4億  477万円�

3億  943万円�
5億2803万円�

2億6711万円�
2億5041万円�

1億9002万円�
2億1945万円�

5555万円�
7709万円�

2116万円�
92万円�

388億6806万円万円�
380億  570万円万円�

2.35�

139.32�

10.51�

－55.30�

－2.38�

4.89�

3.21�

1.76�

－41.40�

6.67�

－13.41�

－27.94�

2200.00�

2.27

89億  237万円�
86億9831万円�

86億2398万円�
36億  360万円�

66億2762万円�
59億9708万円�

39億6493万円�
88億6944万円�

388億6806万円�
380億  570万円�

401億2801万円万円�
389億8418万円万円�
401億2801万円�
389億8418万円�

－ 2.53�

22.88�

13.68�

－11.40�

－0.16�

－7.83�

11.59�

－15.83�

－ 4.44�

33.15�

67.04�

9.81�

6.99�

－26.23�

2.93

－ 2.53�

22.88�

13.68�

－11.40�

－0.16�

－7.83�

11.59�

－15.83�

－ 4.44�

33.15�

67.04�

9.81�

6.99�

－26.23�

2.93

図１　１人当たり�

使われた費用�
255，984円�
納税額�

122，022円�
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こ
と
し
１
月
に
内
閣
府
が

行
っ
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

回
答
者
の
お
よ
そ
６
割
が

「
少
年
非
行
が
増
え
て
い
る
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
年
自
身
の
問
題
と
し
て

「
自
分
の
感
情
を
う
ま
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
」、

「
モ
ラ
ル
に
欠
け
る
」
な
ど

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る

ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

喫
煙
や
飲
酒
、
ま
た
深
夜

に
徘
徊
す
る
な
ど
の
非
行
を

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
。
ま

た
、
家
庭
で
も
、
子
ど
も
の

非
行
を
知
ら
な
い
、
ま
た
は

黙
認
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
親
や
地
域
の

大
人
の
善
悪
に
対
す
る
態
度

や
モ
ラ
ル
を
見
て
育
ち
ま
す
。

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
に

善
悪
の
区
別
や
社
会
の
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
を
教
え
、
子

ど
も
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

　

□問
 

青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
９
―
５
４
０
０

ふ
れ
あ
い
と
対
話 

で
明
る
い
社
会
を

　

非
行
防
止
や
罪
を
犯
し
た

人
々
の
更
生
に
理
解
を
深
め

よ
う
と
「
ふ
れ
あ
い
と
対
話

が
築
く
明
る
い
社
会
」
を
テ

ー
マ
に
、
き
ょ
う
１
日
か
ら

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が

全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
４
日
�
、
市

　

�
流
山
青
年
会
議
所
で

は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
、
結
婚
式
を
企
画
。

参
加
さ
れ
る
お
ふ
た
り
を
募

集
し
ま
す
。
日
本
閣
観
光
�

南
柏
店
の
協
力
を
得
て
行
う

本
格
的
な
結
婚
式
で
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�　

２７

１６

時
〜　

時
▽
場
所
＝
流
山
お

１７

お
た
か
の
森
駅
構
内
自
由
広

場
▽
対
象
／
定
員
＝
こ
れ
か

ら
結
婚
さ
れ
る
お
ふ
た
り
や

結
婚
式
を
挙
げ
て
い
な
い
お

ふ
た
り
な
ど
で
、
ど
ち
ら
か

が
市
内
在
住
・
在
勤
、
ゆ
か

り
の
方
／
３
組（
多
数
抽
選
）

▽
内
容
＝
結
婚
式
の
み
（
披

露
宴
は
含
み
ま
せ
ん
）
▽
参

加
費
＝
無
料
（
交
通
費
自
己

負
担
、
当
日
ま
で
数
回
の
打

ち
合
わ
せ
あ
り
）
▽
申
し
込

み
＝
封
書
で
「
愛
の
あ
る
ま

ち
流
山
申
し
込
み
」、お
ふ
た

り
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
流
山
と
の
関
係

を
記
入
し
、
７
月　

日
（
消

１１

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
７
１
上
貝
塚
２
０
２

―
１
�
流
山
青
年
会
議
所
へ

　

□問
 

同
会
議
所
・
大
作
�
０
９

０
―
７
８
１
５
―
４
１
５
１

　

昭
和　

年
代
、
卓
球
は
日

３０

本
の
「
お
家
芸
」
だ
っ
た
。

昭
和　

年
、　

年
、
荻
村
伊

２９

３１

智
朗
選
手
が
卓
球
世
界
選
手

権
で
優
勝
。
昭
和　

年
に
第

３１

　

回
世
界
選
手
権
が
東
京
で

２３開
か
れ
た
時
は「
卓
球
日
本
」

の
時
代
に
自
給
自
足
す
る
た

め
で
、
畑
は
借
り
た
分
も
入

れ
て
３
町
歩
。田
圃
が
６
反
。

葡
萄
畑
が
２
町
歩
。収
穫
は
、

麦
１
８
０
俵
、
米　

俵
が
最

６０

高
。
養
豚
は　

頭
が
最
高
、

３０

養
鶏
は
５
千
羽
を
目
指
し
た
。

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（4）�

東
初
石
は
「
ラ
ン
バ
ー
コ
ア
の
卓
球
台
」
発
祥�

の
地（
後
編
）　
日
本
の
卓
球
台
を
創
っ
た
男�

駅
で
結
婚
式
を

保
護
司
会
や
更
生
保
護
女
性

会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
商
店

街
や
駅
前
な
ど
市
内
各
所
で

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
９

主
張
大
会
の 

出
場
者
募
集

　

青
少
年
が
日
常
の
中
で
考

え
て
い
る
こ
と
を
広
く
社
会

に
訴
え
る
青
少
年
主
張
大
会

が
９
月　

日
�
、
文
化
会
館

１６

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
主
張
大
会

へ
出
場
す
る
発
表
者
を
募
集

し
ま
す
。
奮
っ
て
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　

▽
対
象
＝
市
内
在
住
・
在

学
の
中
学
生
〜　

歳
▽
発
表

２４

内
容
＝
家
庭
、
学
校
、
地
域

な
ど
身
の
周
り
や
友
達
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
意
見
や

提
言
な
ど
（
１
人
５
分
）
▽

申
し
込
み
＝
参
加
申
込
書
に

発
表
原
稿
（
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
４
枚
程
度
）
を
添

え
て
９
月
５
日
ま
で
に
生
涯

学
習
課
へ
持
参

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
を
募
集

み
ん
な
の
力
で
安
全
な
ま
ち
を

　

流
山
市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
で
は
、
隊
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

同
隊
は
、
４
月
６
日
か
ら

日
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
三

カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
犯

罪
の
多
発
や
市
民
か
ら
の

「
も
っ
と
巡
回
を
」
と
い
う

声
に
応
え
、
隅
々
ま
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
活
動
を

強
化
し
よ
う
と
隊
員
の
追
加

募
集
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

ち
の
安
全
の
た
め
に
、ぜ
ひ
、

ご
参
加
を
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・

在
勤
の　

歳
未
満
の
方
で
、

７０

防
犯
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

健
康
や
体
力
に
自
信
の
あ
る

方
。
日
中
ま
た
は
夜
間
の
い

ず
れ
か
に
パ
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
方
▽
報
酬
＝
無
償
▽
応
募

方
法
＝
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、年
齢
、電
話
番
号
、応

募
理
由
（　

字
程
度
）
を
明

５０

記
し
、
７
月　

日
（
消
印
有

２２

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―
０

１
９
２
流
山
市
役
所
生
活
安

全
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
※

２
カ
月
程
度
の
研
修
を
経
て

委
嘱
し
ま
す

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

i モ�
NTTド�コ�モ� 

i  Menu

ー�ド� 

メニ�ュ�ー�リ�ス�ト 

タ�ウ�ン�情報／行政 

テ�レ�モ�自�治体情報 

マイメニュー登録 

Myペ�ー�ジ� 

メールサービス� 

メール送信 

空メール送信 

自分の携帯の電話の�
登録パスワード入力� 

ト�ップ�メ�ニ�ュ�ー� 

EZweb ボ�ー�ダ�フ�ォ�ン�ラ�イ�ブ�! Lモ�ー�ド� 

カテ�ゴ�リ�ーで�探�す� 

ライ�フ 

ライ�フ 

行政�サ�ー�ビ�ス� 

全国 

テ�レ�モ�自�治体情報 

メ�ール�サー�ビ�ス� 

空メ�ー�ル�送信 

ウェ�ブ 

Vodafonelive!

メニ�ュ�ー�リ�ス�ト 

無料�コ�ン�テ�ン�ツ� 

く�ら�し�・�健康 

行政 

テ�レ�モ�自�治体情報 

メ�ール�サー�ビ�ス� 

メ�ー�ル�送信 

スカ�イ�メ�ー�ル�送信 

Lボ�タ�ン� 
NTT固定� 電話�  

メ�イ�ンメ�ニ�ュ�ー� 

Lメ�ニ�ュ�ー�リ�ス�ト 

行政�サ�ー�ビ�ス� 

行政公共機関 

全国 

テ�レ�モ�自�治体情報 

メ�ール�サー�ビ�ス� 

メ�ー�ル�送信 

空メ�ー�ル�送信 

空メ�ー�ル�送信 

テレ�モ�か�ら�メ�ール�が�届�き�ま�す� 

送�ら�れ�て�き�た�URLを�選択 

関　東 

千　葉 

流山市 

完　了　�
 

対象地域 未設定 

重要�な�お�知�ら�せ�設�定�（配�信�す�る�）� 
QRコ�ー�ド� 

受信�メ�ー�ル�開封 

au ツ�ー�カ�ー� ボ�ー�ダ�フ�ォ�ン� NTT東�日�本� 

安心メール登録方法 

※QRコ�ー�ド�読�み�取�り�機能付�き�
携帯電話�を�お�使�い�の�方�は�、�こ�
のコ�ー�ド�か�ら�ア�ク�セ�ス�で�き�ま�す� 

 
※機種�に�よ�り�異�な�る�
場合�が�あ�り�ま�す� 

　

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全

国
強
調
月
間
」、
そ
し
て
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
夏
休
み
を
前
に
、
青
少

年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
各
地
で
啓
発
活

動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
少
年
非
行
は
、
本
人
の

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
摘
み
と
っ
て
し
ま
う
だ
け

で
な
く
、
周
囲
の
人
や
家
族
を
も
傷
つ
け
て
し
ま

い
ま
す
。こ
う
し
た
非
行
か
ら
少
年
を
守
る
に
は
、

周
囲
の
大
人
や
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
問
題
に

当
た
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

非
行
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

家
庭
や
地
域
、学
校
の
連
携
を

三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝
７
月

　

日
ま
で
に
電
話
で
保
健
セ

１１ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―
０
３
３
１

　

夏
休
み
子
ど
も
ア
ニ
メ
上

映
会

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
�
▽

２９

時
間
＝
①　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１２

②　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１３

１４

３０

＝
野
々
下
福
祉
会
館
▽
対
象

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

　

赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
絵
本

の
紹
介

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

１４

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
森
の
図

１１

書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
１
歳

半
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
ま
た
は
妊
婦
／　

組 
１５

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１

十
字
社
千
葉
県
支
部
流
山
市

地
区
事
務
局
へ

　

□問
 

社
会
福
祉
課
内
同
事
務

局
�
７
１
５
０
―
６
０
７
９

　

博
物
館
子
ど
も
教
室

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

２３

１３

時　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１５

３０

＝
博
物
館
前
庭
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
／　

人（
先
着
順
）

２０

▽
内
容
＝
江
戸
川
の
魚
の
観

察
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
内
容

３０＝
急
病
や
誤
飲
事
故
な
ど
の

対
処
法
、
乳
幼
児
心
肺
蘇
生

法
応
急
処
置
の
実
技
な
ど
▽

参
加
費
＝
１
人
１
０
０
円

（
保
険
代
）
▽
申
し
込
み
＝

ハ
ガ
キ
に
「
パ
パ
・
マ
マ
の

た
め
の
赤
十
字
救
急
法
ス
ク

ー
ル
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、子
ど
も
同
伴
の
有
無（
氏

名
と
年
齢
）
を
明
記
し
、
７

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

１５

宿
泊
費
、
食
費
、
保
険
料
含

む
）
▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う

１
日
８
時　

分
か
ら
電
話
で

３０

文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

パ
パ
・
マ
マ
の
た
め
の
赤

十
字
救
急
法
ス
ク
ー
ル

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

３１

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所
＝

１３

３０

１６

野
々
下
福
祉
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
出
産
準

だ
け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

／
先
着　

組
▽
参
加
費
＝
大

１０

　

家
庭
教
育
講
演
会
「
思
春

期
（
小
学
高
学
年
か
ら
高
校

公共施設の　　 
　　運営を調査
アンケートにご協力を

　７月１４日まで、市内の公共施設の窓口および市
ホームページで「流山市の公共施設の利用に関す
るアンケート調査」を行っています。
　この調査は、市民の皆さんに公民館や体育館、
コミュニティプラザ、福祉会館、図書館、博物館
などの公共施設の運営改善に向けてのご意見を伺
い、よりよい公共施設の運営を図ろうというもの
です。なお、調査は無記名で行います。ご協力を
お願いします。
　□問 企画政策課�７１５０－６０６４

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
夏
は
、
親
子
で
科
学
を
学
ぶ

教
室
を
は
じ
め
子
育
て
の
た
め
の
講
演
会
や
絵
本
の

紹
介
、
料
理
や
絵
画
、
救
急
処
置
の
体
験
学
習
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
夏
の
一
日
、

何
か
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

安心メールにご登録を
　４月からスタートした「安心メール」。もう、

ご登録はお済みですか。防犯や防災のための情
報を携帯電話のメール機能を使って配信する制
度です。メール機能付きの携帯電話をお持ちの

方は、ぜひ、ご登録を。登録方法は下図のとおりです。また、
市ホームページでも登録方法の詳細をご覧いただけます。
　□問 生活安全課�７１５０－６３１２

夏
休
み
は
親
子
で
楽
し
く

　

講
演
会
や
体
験
学
習
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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流
山
お
お

た
か
の
森
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万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

回
世
界
選
手
権
が
東
京
で

２３開
か
れ
た
時
は「
卓
球
日
本
」

に
日
本
中
が
沸
い
た
。
け
れ

ど
、
中
国
の
卓
球
が
日
本
に

追
い
つ
け
追
い
越
せ
で
急
速

に
進
歩
。
昭
和　

年
に
男
子

３６

団
体
と
男
女
単
で
優
勝
。
昭

和　

年
、　

年
は
男
子
種
目

３８

３９

の
す
べ
て
に
中
国
が
優
勝
し

た
時
は
日
本
中
が
シ
ュ
ン
と

な
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
東
京
の
町
を
真

っ
赤
な
ペ
ン
キ
で
「
中
国
を

倒
せ
！
」
と
書
い
た
ト
ラ
ッ

ク
が
走
っ
て
物
議
を
醸
し
た
。

昭
和　

年
、
流
山
の
東
初
石

３２

で
卓
球
台
の
製
造
を
本
格
的

に
開
始
し
た
松
田
英
治
郎
が
、

特
製
の
卓
球
台
輸
送
車
の
背

中
に
打
倒
中
国
卓
球
を
大
書

し
て
、
日
本
卓
球
界
に
激
を

飛
ば
し
た
の
だ
。
彼
は
直
情

経
行
の
経
営
者
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
東
初
石
に
土

地
を
求
め
た
の
も
、
食
糧
難

高
。
養
豚
は　

頭
が
最
高
、

３０

養
鶏
は
５
千
羽
を
目
指
し
た
。

初
石
で
葡
萄
を
栽
培
し
た
の

も
英
治
郎
が
最
初
。
昭
和　
２６

年
、
山
形
に
出
向
い
て
苗
木

を
買
い
、
勝
沼
の
葡
萄
の
指

導
員
に
６
年
間
世
話
に
な
る
。

　

電
気
の
な
か
っ
た
東
初
石

に
昭
和　

年
、
東
京
電
力
と

２１

交
渉
、
畑
に
電
柱
を
立
て
電

気
を
引
い
た
の
も
英
治
郎
で

あ
る
。
地
域
の
人
の
先
頭
に

立
ち
、
木
や
草
で
覆
わ
れ
た

旧
日
光
街
道
を
、
昔
の
道
幅

に
修
復
し
た
。
英
治
郎
の
地

域
奉
仕
の
ヒ
ッ
ト
は
「
お
ば

け
踏
切
」。初
石
駅
に
近
い
無

人
踏
切
が
交
通
量
が
少
な
い

割
に
事
故
が
多
い
。
地
元
は

警
報
機
と
遮
断
機
を
求
め
た

が
ラ
チ
が
あ
か
な
い
。
英
治

郎
は
九
州
の
人
形
師
に
等
身

大
の
幽
霊
を
二
体
注
文
し
踏

切
に
設
置
し
た
。
電
車
の
運

転
手
は
震
え
上
が
り
、
本
社

も
根
負
け
し
て
警
報
機
と
遮

断
機
を
設
置
し
た
。
流
山
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
立
会

員
で
、
流
山
の
商
工
振
興
に

も
尽
く
し
た
。

（
文
／
山
本
文
男
）

故松田氏

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

イ ベ ン トイ ベ ン ト

イ ベ ン トサ ー ク ル

＝
野
々
下
福
祉
会
館
▽
対
象

／
定
員
＝
市
内
小
学
生
／
各

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

５０ア
ニ
メ
「
新
・
泣
い
た
赤
お

に
」、男
女
共
同
参
画
ア
ニ
メ

「
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ー
ト
ン
の
ぎ

も
ん
」
な
ど
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―
６
０
６
４

　

夏
休
み
科
学
教
室

　

▽
日
時
＝
８
月
４
日
�
・

５
日
�　

時
〜　

時
（
昼
食

１０

１６

持
参
）
▽
場
所
＝
東
�
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
対
象

／
定
員
＝
小
学
５
〜
６
年
生

と
そ
の
保
護
者
／
１
日　

組
２５

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝
ラ

ヂ
オ
づ
く
り
や
円
周
率
の
体

験
実
習
な
ど
▽
参
加
費
＝
無

料
※
申
し
込
み
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

東
�
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
�

７
１
３
３
―
０
１
３
９

◆

◆

　

お
こ
と
わ
り　

「
お
と
な

り
さ
ん
」
な
ど
一
部
の
連
載

は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１

日
９
時
か
ら
電
話
で
中
央
図

書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―
４
６
４
６

　

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
教
室

　

▽
期
間
／
時
間
＝
８
月
５

日
�
〜　

日
�
／
①
９
時　

１２

３０

分
〜　

時　

分
②　

時　

分

１１

３０

１３

３０

〜　

時　

分
※
計　

回
実
施

１５

３０

１６

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
小
学

４
年
生
〜
中
学
生
／
①
②
各

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

２０＝
無
料
（
材
料
、
用
具
は
持

参
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

２１

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保
健
セ

１３

ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
（
子
ど
も
だ
け
で
も
可
）

／　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

３０
費
＝
３
０
０
円
程
度
（
材
料

費
）▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

▽
内
容
＝
江
戸
川
の
魚
の
観

察
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
博
物
館
へ
※

小
魚
を
持
ち
帰
り
た
い
方
は

名
と
年
齢
）
を
明
記
し
、
７

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

１５
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山
市

役
所
社
会
福
祉
課
内
日
本
赤

野
々
下
福
祉
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
出
産
準

備
・
育
児
中
の
方
（
夫
婦
で

の
参
加
可
、
託
児
あ
り
）
／

だ
け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

／
先
着　

組
▽
参
加
費
＝
大

１０

人
１
２
０
０
０
円
、
子
ど
も

１
３
０
０
０
円
（
教
材
費
、

　

家
庭
教
育
講
演
会
「
思
春

期
（
小
学
高
学
年
か
ら
高
校

生
ま
で
）
に
お
け
る
性
と
子

育
て
に
つ
い
て
」

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

１６

１３

時　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１５

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
＝
小
学

生
〜
高
校
生
の
保
護
者
な
ど

▽
講
師
＝
村
瀬
幸
浩
さ
ん 

（「
人
間
と
性
」教
育
研
究
協

議
会
代
表
幹
事
ほ
か
）
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ
※
一
時
保

育
あ
り
（
要
申
し
込
み
、　
１５

人
、
２
歳
〜
就
学
前
児
）

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

夏
休
み
親
子
科
学
教
室

　

花
火
を
作
っ
た
り
木
の
葉

に
メ
ッ
キ
を
し
た
り
工
作
や

実
験
を
楽
し
む
２
泊
３
日
。

講
師
は
、
東
京
理
科
大
学
の

教
員
や
卒
業
生
で
構
成
す
る

サ
イ
エ
ン
ス
夢
工
房
の
皆
さ

ん
で
す
。

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
�
〜

２８

　

日
�
▽
場
所
＝
東
京
理
科

３０大
学
野
田
校
舎
▽
対
象
／
定

員
＝
小
学
４
〜
６
年
生
の
児

童
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど
も

中元売り出し
　流山市商店会連合会加盟の商店会が、「中元売り出し」を

行います。　　　　　　〈①実施期間　②賞品　③抽選日〉
【江戸川台西口学園通り昭和会・�７１５４－５５５６】＝①７月１

日�～※賞品なくなり次第終了②各店で金券（１００円）【江戸

川台駅前商店街振興組合・�７１５４－３２１１】＝①７月２日�～

１０日�②豪華景品、金券③７月９日・１０日（１０時３０分～１９時）

【電話局通り日栄会・�７１５２－６９１５】＝①７月８日�～１７日

�②デジタルカメラ、漬け物セットほか③７月１６日・１７日

（１１時～１７時）【松ケ丘商店会・�７１４５－４５５８】＝①７月７

日�～９日�②商品券（５００円、１,０００円、１０,０００円）ほか③７

月９日（１６時～２０時）※９日は七夕祭り（模擬店、フリーマ

ーケットなど）【南流山商店会・�７１５９－５２３１】＝①７月１７

日�～８月１３日�②２３型液晶テレビ、商品券（１０,０００円）ほ

か③８月２０日（１０時～１９時３０分）※抽選日は流南まつり【小

田急ハイツ商店会・�７１５４－１２４０】＝①７月１日�～※賞品

なくなり次第終了②各店でうちわ

　

図
書
館
子
ど
も
教
室

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
�
▽

２３

場
所
／
時
間
＝
①
中
央
図
書

館
／　

時
〜　

時
②
森
の
図

１０

１２

書
館
／　

時
〜　

時
▽
対
象

１４

１６

／
定
員
＝
市
内
小
学
生
／
①

　

人
②　

人
※
い
ず
れ
も
先

４０

５０

着
順
▽
内
容
＝
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
の
実
験
〜
ア
イ
ス
と
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
▽
講

師
＝
坂
口
美
佳
子
さ
ん
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
ス

テ
ン
レ
ス
製
ス
プ
ー
ン
、
筆

記
用
具
▽
申
し
込
み
＝
き
ょ

う
１
日
９
時
か
ら
電
話
で
中

央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―
４
６
４
６

　

流
山
高
等
学
園
陶
芸
入
門

講
座

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�
、

２５

８
月　

日
�
・　

日
�
９
時

１８

２５

〜　

時
（
全
３
回
）
※
初
日

１１
は　

時
ま
で
▽
場
所
＝
流
山

１２
高
等
学
園
▽
対
象
／
定
員
＝

陶
芸
未
経
験
者
の
県
内
在
住

・
在
勤
者
／　

人
（
多
数
抽

２０

選
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

７
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１５

〒
２
７
０
―
０
１
３
５
野
々

下
２
―
４
９
６
―
１
流
山
高

等
学
園
へ

　

□問
 

同
学
園
�
７
１
４
８
―

０
２
０
０

八木中が総合優勝
男子リレーなどで新記録続出
県立競技場で中学生が陸上大会

　

６
月　

日
、
柏
の
葉
総
合
競
技
場
で
第　

回
市
内
中
学
校
陸

２３

５３

上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
小
・
中
学
校

が
一
緒
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
行
事
と
重
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
と
し
は
、
会
場
を
県
立
施
設
に
移
し
、
中
学
生
の

み
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
で
し
た
が
、
男
子
の
リ
レ
ー
で
は
、
１
位
か
ら
４
位
ま
で
が

大
会
新
記
録
と
な
る
な
ど
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

【
大
会
新
記
録
】《
敬
称
略
》
▽
３
０
０
０
�
＝
小
野
拓
哉

（
八
木
）
９
分　

秒
▽
４
×
１
０
０
�
リ
レ
ー
＝
①
東
深
井

１１

（
小
佐
治
駿
、
中
村
仁
幸
、
石
川
実
、
堀
憲
一
）　

秒　

②
八

４６

４２

木
（
丸
山
健
司
、
吉
野
純
平
、
丸
山
友
祐
、
石
綿
拓
弥
）　

秒
４６

　

③
東
部
（
石
井
隼
人
、
福
原
広
大
、
遠
藤
裕
己
、
深
澤
聡
）

６３
　

秒　

④
南
部
（
笹
川
治
朗
、
本
吉
隆
、
山
田
涼
平
、
青
木
雄

４７

２０

大
）　

秒　

▽
１
年
走
幅
跳
＝
栗
原
清
子
（
南
部
）
４
�　
 

４７

２５

６５

　

【
学
校
成
績
】
▽
男
子
＝
①
北
部
②
八
木
③
南
部
▽
女
子
＝

①
八
木
②
南
部
③
北
部
▽
総
合
＝
①
八
木
②
北
部
③
南
部

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　初心者カヌー講習会（流山江戸川カヌークラブ主催）＝７月１日�

９時～１３時、加６丁目地先江戸川堤。参加費3,000円□問 酒巻�７１５９

－０９２２

　ハワイアンフラ体験レッスン（ハラウ　オ　ラ　フラ　ナオミ主

催）＝７月２日�・９日�１２時～１３時、思井福祉会館。参加費１回

500円□問 �橋�０９０－２４２０－１９５４

　Juns１日体験テニス教室＝７月６日	１２時～１４時、市総合運動公

園。参加費５００円□問 岩永�０９０－９８５２－６９１５

　ふるさとキャラバン「天狗のかくれ里」（ミュージカル「天狗のか

くれ里」流山公演実行委員会主催）＝７月１０日�１７時（開場）～、文化

会館。入場料大人3,000円、5歳～中学生2,500円、親子券5,000円（前

売のみ）当日券500円増□問 加藤�７１５０－３３８８

　クラシックギターコンサート（楽々クラブ主催）＝７月１６日�１４時

～１５時３０分、森の図書館。入場料無料□問 砂川�７１５４－７０３５

　陶芸作品展（流山陶友会主催）＝７月１６日�～１７日�、１０時～１７時

（１７日は１６時まで）、森の図書館。入場料無料□問 郡司�７１５３－

０５１４

　こまくさ会チャリティーダンスパーティー＝７月１７日�１８時～２１

時、東部公民館。参加費1,000円□問 田中�７１４３－５１７３

　ピヨピヨ親子ショートテニス教室なつやすみスペシャル（
吉田記

念テニス研修センター主催）＝７月１８日�１０時～１１時３０分、１３時３０分

～１５時、
吉田記念テニス研修センター（柏市）。参加費親子１組500

円□問 同センター�７１３４－３０３０

　第１７回反核平和の火リレー（千葉県反核平和の火リレー流山地区実

行委員会主催）＝７月２０日	１０時５５分～１３時３０分、南流山駅～市役所

～運河水辺公園。参加費無料□問 梶間�７１５９－４７３３

　２００５年原水爆禁止国民平和大行進（同行進流山市実行委員会主催）

＝７月２３日�９時～１６時、江戸川台駅西口広場～横須賀中央公園（松

戸市）。参加費無料□問 金城�７１５８－８３１７

　四季のお話し会“夏の子供のためのお話し会”お話しの先生をおよ

びして（親と子のフリースペース“そら”主催）＝７月２３日�１４時～

１４時３０分、ニックハイム２０５号室。参加費大人500円、子供無料□問 百瀬

�０９０－１２６８－９１５７

　ミュージカル「ピエロ人形の詩」（流山子どもミュージカル主催、

市教委後援）＝７月３０日�①１１時～、②１５時～、文化会館。入場料

900円（当日券100円増）□問 坂巻�７１５３－３７０４

　流山市民水泳大会（市体育協会主催）＝８月７日�９時～１５時、流

山市民プール。参加費300円～400円□問 宮原�０９０－３２２９－

６２２０

　健康ヨガ＝毎週火曜１１時～１２時３０分、主に南流山福祉会館□問 小林�
７１５８－５９３７

　正伝流山空手教室（総合武道）＝毎週金曜１８時～２１時、八木南小学
校□問 清水�７１５０－６５２８

　第２コミュニティ華道同好会（華道講座）＝毎週第２・４水曜９時
３０分～１１時３０分、第２コミュニティホーム（長崎小学校前）□問 後藤�

７１４３－６２９７

　土曜テニスクラブ（硬式）＝毎週土曜１６時～１８時、市総合運動公園
□問 松井�７１５９－３２７７

　流山おはよう軟式庭球倶楽部（ソフトテニス）＝毎週日曜、市総合
運動公園※社会人男女・初心者も歓迎□問 小嶋�７１５２－７６７５

　よさこいソーラン「北冥」＝①毎週火曜・柏第二小、②毎週木曜・
向小金小、いずれも１９時～２０時３０分□問 森�７１４６－９１３６

　八木クラブ（ママさんバレーボール）＝毎週水曜１９時～２１時、長崎
小学校□問 鈴木�７１４６－６４２０
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交交通通災災害害共共済済にに加加入入をを 

　

交交通災害共済に加入を通災害共済に加入を 

１１日から受け付け１１日から受け付け
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相談あんない（７月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。

法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６

悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
４日・１１日・２５日
（１０：００～１５：００）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６

税務相談（予約制）　
６日（１３：００～１６：３０）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６

登記相談（予約制）
１３日（１３：００～１６：００）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６

交通事故相談（予約制）
１９日（１０：００～１５：００）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６

不動産相談（予約制）
２０日（１３：００～１６：３０）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６

行政書士相談（予約制）
１５日（１３：００～１６：００）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６

外国人相談（予約制）
２７日（１３：００～１６：００）
　市民相談室
※予約は１週間前までに
□問 同相談室�７１５８－１６１６

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６

子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
　平和台・江戸川台・向
小金の各保育所
□問 平和台�７１５８－１４３５／
江戸川台�７１５２－０６４８／
向小金�７１７４－８８５３

高年齢者職業・パート相談
火～金曜（９：００～１６：００）
　コミュニティプラザ
□問 職業相談室�７１５５－
５８８５

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：３０）
　教育研究室
□問 指導課�７１５０－６１０５

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０

療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

心の相談（予約制）
１２日、２６日（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
５日、２２日（１７：００～２１：００）
　江戸川台福祉会館
１０日（１３：００～１６：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１４４
－７６１５

年金相談（予約制）
８日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０

基本健康診査 きょう１日から基本健康診査　きょう１日から 
～ 対～　対象は象は４４　６６歳以上の方歳以上の方 ～　～

　きょう１日から８月末まで、基本健康診査（個別健診）を行います。
　対象者は４６歳以上の方で、登録済みの方には受診票を郵送しま
した。届いていない方は、保健センターへお問い合わせください。
　また、基本健康診査の受診に併せて、肝炎ウイルス（Ｂ型・Ｃ型）
検診も実施しています。詳細は、基本健康診査受診票に同封の「肝
炎ウイルス検診についてのお知らせ」をご覧ください。

胃がん集団検診は２胃がん集団検診は２　９９日まで日まで
　胃がん集団検診を、７月２９日まで行っています。
　登録済みの方で受診票が届いていない場合は、保健センターへ 
お問い合わせください。

日本脳炎ワクチンの接種について日本脳炎ワクチンの接種について
　市では、定期日本脳炎の予防接種の積極的勧奨を行わないこと
にしました。
　これは、現行の日本脳炎ワクチンを接種した後の副反応による
健康被害（急性散在性脳脊髄炎）について因果関係が否定できない
こと、現時点では同ワクチン接種の積極的な勧奨は控えるよう国
から通知があったことによるものです。
　なお、日本脳炎の流行地域へ渡航する方や保護者等が特に接種
を希望する場合は、副反応等をよく理解し、同意した上で接種を
行うことは可能です。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

　

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世

帯
主
の
す
べ
て
の
前
年
所
得

が
一
定
の
基
準
以
下
で
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料

の
免
除（
全
額
・
半
額
）を
申 

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
所
得
が
一
定

の
基
準
を
超
え
る
場
合
で
も
、

特
例
と
し
て
「
失
業
し
た
と

き
お
よ
び
火
災
等
の
災
害
に

遭
い
納
付
が
困
難
と
認
め
ら

れ
た
と
き
」
は
免
除
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

　

対
象
期
間
は
、
平
成　

年
１７

７
月
か
ら
平
成　

年
６
月
ま

１８

で
と
な
り
ま
す
。
平
成　

年
１６

度
に
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
平
成　
１７

年
度
も
免
除
を
希
望
さ
れ
る

方
も
、
あ
ら
た
め
て
申
請
が

必
要
で
す
。
国
保
年
金
課
ま

た
は
各
出
張
所
、
郵
便
で
免

除
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

＝
①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
②

印
か
ん
③
平
成　

年
１
月
２

１７

日
以
降
に
転
入
し
て
き
た
方

　

市
で
は
、
雇
用
失
業
情
勢

を
改
善
す
る
た
め
、
公
共
職

業
安
定
所
と
の
共
同
で
職
業

相
談
を
行
う
「
流
山
市
地
域

職
業
相
談
室
」
を
、
江
戸
川

台
東
口
駅
前（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
内
）

に
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

同
相
談
室
の
開
設
に
伴 

い
、
市
で
は
求
職
者
等
の
職

業
相
談
に
応
じ
る
相
談
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
／
募
集
人
員

＝　

歳
未
満
の
市
民
で
職
業

６５
相
談
業
務
経
験
が
あ
り
、
パ

ソ
コ
ン
等
の
操
作
が
で
き
る

方
／
１
人
▽
勤
務
場
所
＝
江

戸
川
台
東
口
駅
前
Ｊ
Ａ
ビ
ル

内
▽
勤
務
日
／
時
間
＝
１
カ

月
の
う
ち　

日
間
（
土
・
日

１５

曜
、
祝
日
を
除
く
）
／
８
時

　

分
〜　

時
▽
報
酬
等
＝
日

３０

１７

額
７
２
０
０
円
（
う
ち
雇
用

保
険
料
分
調
整
あ
り
）
▽
任

期
＝
８
月
中
旬
か
ら
１
年
間

（
更
新
あ
り
）
▽
応
募
方
法

＝
「
職
業
相
談
業
務
を
経
験

し
て
思
う
こ
と
」
に
つ
い
て

８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

写
真
付
履
歴
書
と
併
せ
７
月

８
日（
必
着
）ま
で
に
商
工
課

へ
持
参
ま
た
は
簡
易
書
留
で

▽
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お

よ
び
面
接
（
７
月
中
旬
）

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
５

は
、
平
成　

年
度
（
平
成　

１７

１６

年
分
）
の
控
除
内
容
が
記
載

さ
れ
た
課
税
証
明
書
等
④
失

業
し
た
場
合
は
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
写
し
ま
た

は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
の
写
し
等
⑤
災
害
に
遭
っ

た
場
合
は
、
被
災
証
明
書

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―
６
１
１
０

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
で
、
①　

歳
前
の

２０

障
害
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
方
②
障
害
福

祉
年
金
か
ら
移
行
し
た
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
現
況
届
」
の
用

紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
７
月　
２２

日
ま
で
に
国
保
年
金
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

診
断
書
の
提
出
が
必
要
な

方
は
、
送
付
さ
れ
た
診
断
書

に
病
院
等
で
証
明
を
受
け
て

か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
前
記
①
お
よ
び
②

に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
受
給

者
の
方
は
、
所
得
の
審
査
が

あ
り
ま
す
の
で
、
未
申
告
の

方
は
至
急
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
※
年
金
を
受
け
始

め
て
１
年
未
満
の
方
や
年
金

が
全
額
支
給
停
止
さ
れ
て
い

る
方
は
、
現
況
届
の
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―
６
１
１
０

　

市
で
は
、「
千
葉
県
市
町

村
交
通
災
害
共
済
」
へ
の
加

入
を
、
７
月　

日
か
ら
８
月

１１

　

日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

３１
　

▽
対
象
＝
①
本
市
の
住
民

納

　

納
付
が
困
難
な
方

付
が
困
難
な
方 

保保
険
料
の
免
除
申
請
を

険
料
の
免
除
申
請
を　

障
害
基
礎
年
金
の
現
況
届

　

障
害
基
礎
年
金
の
現
況
届 

　
　
　

日
ま
で
に
提
出
を

　

日
ま
で
に
提
出
を

２２２２

基
本
台
帳
（
外
国
人
登
録
原

票
を
含
む
）
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
②
前
記
①
に
扶
養
さ

れ
流
山
市
外
に
住
ん
で
い
る

方
▽
会
費
（
年
額
）
＝
１
人

７
０
０
円
▽
見
舞
金
＝
①
死

亡
…
１
５
０
万
円
②
身
体
障

害
（
１
・
２
級
）
…　

万
円

５０

③
ケ
ガ
…
２
万
〜　

万
円
④

５０

交
通
遺
児
…
遺
児
１
人
に
つ

き　

万
円
▽
受
付
場
所
／
期

１０
間
＝
生
活
安
全
課
お
よ
び
各

出
張
所
／
７
月　

日
�
〜
８

１１

月　

日
�
（
土
・
日
曜
、
祝

３１
日
を
除
く
）
※
出
張
受
け
付

け
（
別
表
参
照
）
も
実
施
▽

共
済
期
間
＝
平
成　

年
９
月

１７

１
日
〜
平
成　

年
８
月　

日

１８

３１

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

分
や
産
業
廃
棄
物
等
の
投
棄

が
行
わ
れ
た
結
果
、
農
地
と

し
て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
責
任

は
農
地
の
所
有
者
に
も
お
よ

び
ま
す
。埋
め
立
て
に
関
し
て

は
、
事
前
協
議
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
本
市
で
は
、

昨
年
か
ら「
農
地
違
反
転
用

対
策
委
員
会
」を
設
け
、違
反 

転
用
地
権
者
に
対
し
事
情
聴

取
・
是
正
勧
告
を
す
る
と
と

も
に
、
農
地
法
に
よ
る
適
正

な
指
導
の
対
策
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

□問
 

農
業
委
員
会
事
務
局
�

７
１
５
０
―
６
１
０
２

員
に
よ
る
監
視
の
強
化
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
現
地

確
認
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
は
、
無
断
で
農
地
以

外
に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
市
街
化
区
域
内
農

地
を
転
用
す
る
場
合
に
は

「
届
出
」が
、市
街
化
調
整
区

域
内
農
地
を
転
用
す
る
場
合

に
は「
許
可
」が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
埋
め
立
て
に
よ
る

農
地
造
成
と
称
し
、
残
土
処

　

７
月
か
ら
９
月
は
、「
農
地

違
反
転
用
防
止
対
策
強
化
月

間
」
で
す
。
期
間
中
は
、
遊

休
農
地
の
解
消
や
農
地
の
無

断
転
用
が
な
い
か
、
農
業
委

県の土地を売却します
　県では、本市所在の県有地を入札

で売却します。入札案内書は県庁管

財課、県民センター（松戸市）で配

布。法人・個人を問わず、最低売却

価格以上でかつ最高金額の入札をし

た方が落札者となります。　

　▽入札期間＝７月１１日�～２２日�

▽物件所在地（面積）／用途地域

（建ぺい率、容積率）＝若葉台１－

１２（１９５.８３㎡）／第１種中高層住居

専用地域（６０％、２００％）▽最低売

却価格＝２,０２０万円※詳細は問い合

わせを

　□問 県庁管財課�０４３－２２３
－２０７８

　

農
地
違
反
転
用
を
防
止

農
地
違
反
転
用
を
防
止 

農
業
委
員
が
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル

農
業
委
員
が
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル

交通災害共済の出張受け付け

受付時間・場所
期　日

１３：３０～１６：３０９：３０～１１：３０

江戸川台西自治会館松ケ丘自治会館７月２０日�

江戸川台福祉会館鰭ケ崎団地自治会館７月２１日�

東深井福祉会館 東 自治会館
あずま

７月２２日�

国民年金国民年金

保保 険 料険 料
地
域
職
業
相
談
室
を
開
設

　

地
域
職
業
相
談
室
を
開
設 

８
日
ま
で
相
談
員
募
集

８
日
ま
で
相
談
員
募
集　
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★
身
体
障
害
者
の
た
め
の

料
理
講
座

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

１２

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初
石
公

１３

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
つ
方
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
内
容
＝
調
理
実
習
「
冷
や

し
サ
ラ
ダ
う
ど
ん
」
な
ど
▽

参
加
費
＝
７
０
０
円
（
材
料

費
）▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝
７
月

８
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―
３
６
３

８
／
　�
 

７
１
５
３
―
３
４
３

７
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
学

生
コ
ー
ス
・
全
４
回
）

　

▽
期
日
／
場
所
＝
７
月　
２５

日
�
、　

日
�
〜　

日
�
の

２６

３０

う
ち
２
日
間
（
体
験
学
習
）、 

８
月
９
日
�
／
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
（
体
験
学
習
は
市
内
の
福

祉
施
設
）
▽
時
間
＝　

時
〜

１０

　

時
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

１５在
住
・
在
学
の
中
・
高
校
生
、

大
学
生
で
全
回
参
加
で
き
る

方
／　

人
（
先
着
順
）
▽
内

３０

容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
の
講
義
と
体
験
学
習

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
７
月　

日
ま
で
に
、

２０

電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
９
―
４
９
３
９

（　

時
〜　

時
）

１０

１６

　

★
第
４
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
展
示

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�
〜

１１

　

日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日

２２を
除
く
）
▽
時
間
＝
８
時　
３０

分
〜　

時　

分
▽
場
所
＝
市

１７

２０

役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
入

場
料
＝
無
料

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―
６
０
９
２

費
別
途
支
給
）
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
２

　

★
小
山
小
学
校
プ
ー
ル
監

視
員
の
募
集

　

▽
勤
務
内
容
＝
遊
泳
の
監

視
、
清
掃
▽
勤
務
期
間
／
時

間
＝
７
月　

日
�
〜
８
月
７

３０

日
�
（
月
曜
を
除
く
）
／
９

時　

分
〜　

時　

分
▽
応
募

３０

１６

３０

資
格
＝
市
内
在
住
・
在
学
で

　

歳
以
上
の
泳
げ
る
方
（
高

１８校
生
を
除
く
）
▽
募
集
人
員

＝
若
干
名
▽
時
間
給
＝
７
６

０
円
▽
申
し
込
み
＝
７
月　
１７

日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真

付
）
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

持
参
（
月
曜
を
除
く
）

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

　

学
童
保
育
所
指
導
員
（
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
学
童
ク
ラ

ブ
山
び
こ
ル
ー
ム（
十
太
夫
）

▽
勤
務
内
容
＝
八
木
北
・
小

山
小
１
〜
３
年
生
の
放
課
後

保
育
▽
勤
務
期
間
／
時
間
＝

７
月
中
旬
〜
８
月
末
／
８
時

〜　

時　

分
※
勤
務
日
・
時

１８

３０

間
数
は
相
談
▽
時
間
給
＝
８

０
０
円（
交
通
費
別
途
支
給
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

山
び
こ
ル
ー
ム
�
７
１

５
２
―
２
２
３
１

　

消
防
設
備
士
試
験

　

▽
期
日
＝
９
月
４
日
� 

▽
場
所
＝
日
本
大
学
生
産
工

学
部
津
田
沼
校
舎
（
習
志
野

市
）
▽
願
書
の
配
布
場
所
＝

市
消
防
本
部
予
防
課
▽
願
書

の
提
出
＝
７
月　

日
か
ら 

１５

　

日（
消
印
有
効
）ま
で
に
、 

２１�
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ 

ー
千
葉
県
支
部
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８
―

０
２
７
０

　

★
男
女
共
同
参
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

１２

１４

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
男
女
共
同
参
画
の
施
策

に
つ
い
て

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―
６
０
６
４

　

★
市
総
合
運
動
公
園
庭
球

場
に
つ
い
て

　

市
総
合
運
動
公
園
庭
球
場

を
、　

月
か
ら
「
ソ
フ
ト
テ

１１

ニ
ス
専
用
コ
ー
ト
」
と
「
硬

式
テ
ニ
ス
専
用
コ
ー
ト
」
に

分
け
ま
す
。

　

人
工
芝
コ
ー
ト
４
面
の
う

ち
２
面
（
１
・
２
番
コ
ー
ト
）

が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
専
用
に
、

残
り
の
２
面
（
３
・
４
番
コ

ー
ト
）
お
よ
び
ハ
ー
ド
コ
ー

ト
４
面（
５
〜
８
番
コ
ー
ト
）

が
硬
式
テ
ニ
ス
専
用
コ
ー
ト

に
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
公
共
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
で
、　

月
分

１１

以
降
の
庭
球
場
を
申
し
込
む

際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
※

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
専
用
コ
ー
ト

が
利
用
日
１
週
間
前
に
な
っ

て
も
空
い
て
い
る
場
合
は
、

硬
式
テ
ニ
ス
で
の
予
約
が
窓

口
で
の
み
申
し
込
み
で
き
ま

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

　

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

▽
募
集
期
間
＝
７
月
１
日

�
〜　

日
�
▽
応
募
資
格
＝

１５

次
の
要
件
（
①
〜
⑥
）
を
す

★印のあるものは市主催のものです 

　

千
葉
県
北
西
部
地
区
文
化

財
発
表
会
「
温
故
知
食　

た

べ
も
の
と
人
々
」

　

本
市
を
含
む
県
北
西
部
地

区
（　

市
）
に
よ
る
、
食
べ

１１

物
に
つ
い
て
の
展
示
・
発
表

会
。
縄
文
ク
ッ
キ
ー
や
、
貝

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
等
も
行
い
ま
す
。

　

▽
展
示
期
間
／
時
間
＝
７

月
７
日
�
〜　

日
	
（　

日

１８

１１

を
除
く
）
／
９
時　

分
〜　

３０

１６

時　

分
▽
場
所
＝
浦
安
市
郷

３０
土
博
物
館（
浦
安
市
）▽
入
場

料
＝
無
料
※
発
表
会
は　

日
１８

（　

時
〜　

時　

分
）、体
験

１０

１５

３０

イ
ベ
ン
ト
は　

日
（　

時
〜

１０

１０

　

時
）

１４
　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　

★
市
臨
時
職
員
（
児
童
館

児
童
指
導
員
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
児
童

館
・
セ
ン
タ
ー
▽
勤
務
日
／

時
間
＝
１
カ
月
に
３
日
程
度

／
８
時　

分
〜　

時
▽
応
募

３０

１７

資
格
＝
保
育
士
等
の
有
資
格

者
▽
募
集
人
員
＝
若
干
名
▽

時
間
給
＝
９
３
０
円
（
交
通

講
座
・
講
演

施
策
会
議　
傍聴可

べ
て
満
た
す
方
…
①
申
込
者

が
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
外
国
人
で
在
留
期
間

が
１
年
以
上
の
在
留
資
格
を

有
す
る
方
お
よ
び
日
本
人
の

配
偶
者
等
の
方
②
同
居
親
族

の
あ
る
方
③
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
方
④
県
内
に
住
民
登

録
し
、
居
住
し
て
い
る
方
⑤

基
準
を
満
た
す
連
帯
保
証
人

が
い
る
方
⑥
収
入
基
準
に
適

合
し
て
い
る
方

　

□問
 

千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公

社
�
０
４
３
―
２
２
２
―
９

２
０
０

保健あんない（７月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
１日、１５日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
８日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦および
パートナー対象。３回で１コー
ス（２回目から参加希望の場合
は事前に申し込みを）
　
カムカムキッズ（予約制）
２７日　保健センター
※平成１６年６月～９月生まれの
乳児対象。子どもの歯と食生
活の指導。先着２０組

もぐもぐ教室（予約制）
２２日　南流山センター
２６日　保健センター　　
※４～５カ月児の離乳食指導。
先着２０組

　
食事相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病などの食事指導。
食事調査あり。相談時間は申
込者に個人通知

　
成人健康相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病など健康に関する相談
　
育児相談
７日　保健センター
２９日　南流山福祉会館
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳未満の乳
児対象（その兄姉も相談可）

コスモスの会
２８日　保健センター
（１０：００～）
※認知症の家族を介護している
方のつどい。初めて参加の方は、
事前に問い合わせを
　
むし歯予防教室（予約制）
１１日、１９日、２９日
保健センター
※２歳２カ月児対象（２９日は１・２
回参加済みの幼児対象）。１歳６
カ月児健康診査時に申し込み
を。時間は申込者に個人通知

　
健康診査
①３カ月児…２０日、２１日
（平成１７年３月生まれの乳児対象）
②１歳６カ月児…１２日、１３日
（平成１５年１２月生まれの幼児対象）
③３歳児…５日、６日
（平成１４年４月生まれの幼児対象）
※いずれも保健センター
（１２：４５～１３：４５受付）

柏健康福祉センター（保健所）の相談〈�７１６７－１２５５〉
時　　間７月の実施日相談（予約制）

１３：００～１４：００２８日　未熟児等発達相談
１３：００～１４：００２８日　療育相談
１３：３０～１５：００７日・１９日女性の健康相談
１４：００～１６：００１日・１１日・２０日・２５日心の健康相談
１４：００～１６：００４日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００５日酒　害　教　室
１３：００～１５：００１４日不　妊　相　談

　※ＨＩＶ抗体検査は予約制になりました

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

国勢調査　調査員を募集
　本年１０月１日を基準日として、国勢調査
が実施されます。市では、調査に従事する
調査員（欠員若干名）を募集しています。
　調査員は非常勤の国家公務員となり、件
数に応じた報償費が支給されます。調査員
事務を希望する方は、企画政策課までご連
絡ください。
　▽調査期間＝９月中旬～１０月中旬▽従事者
の条件＝①責任を持って事務を遂行できる
方②秘密の保護に信頼のおける方③税務、
警察、選挙に直接関係のない方④原則とし
て２０歳以上の方※詳細は問い合わせを
　□問 企画政策課�７１５０－６０６４

展　
　

示

資
格
・
求
人

そ
の
他

乳幼児を持つ方の交流の場
〈参加費無料、申し込み不要〉

　▽期日／内容＝①７月８日�／わらべうたのつどい②７月１５日
�／健康体操でリラックス▽時間＝１０時３０分～１２時▽場所＝
文化会館

　▽日程＝７月５日・１２日・１９日・２６日の火曜１０時３０分～１２時
▽場所＝文化会館▽内容＝保育ボランティア「ひだまり」メ
ンバーとの遊び、おしゃべりなど

　▽日時＝７月２１日�１０時３０分～１２時▽場所＝南流山福祉会館
▽内容＝「ひだまりルーム」と同じ
　□問 文化会館�７１５８－３４６２

�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�

�
�
�
�

市民ギャラリー　今月の展示
【四季の花々展　４日�～８日�】

　｢青嵐｣をテーマに流山市文化協会華道部の作品を展示。
【後藤純男絵画展　２９日�まで】

　郷土の日本画家・後藤純男画伯の絵画を展示。
　　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

地震に備えて　わが家の耐震診断！
　首都直下の大規模地震の発生が予想されています。お住
まいの建物は、現在の耐震基準では大丈夫？万一の地震に
備え、耐震診断を受けてみませんか。
　▽対象＝昭和５６年以前に建築の木造住宅▽診断方法＝提
出された平面図を基にパソコンにより数値を算定▽申し込
み＝電話で建築住宅課へ　
　□問 建築住宅課�７１５０－６０８８

子育てサロン

ひだまりルーム

南流山ひだまりサロン

日　程・催し物会　場
９日�　ブロックス大会
２３日�　卓球教室

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

９日�　みんなで作ろう楽しい工作
２９日�　おばけやしき

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

２０日�　ドッジボール大会
２６日�　なつまつり

思井児童センター
�７１５９－５６６６

９日�　卓球大会
２２日�　こどもなつまつり

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

１９日�　ドッジボール大会
２９日�　こどもなつまつり

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

１２日�　人形劇
２８日�　おばけやしき

野々下児童センター
�７１４５－９５００

１６日�　ブロックス大会
２７日�　おばけやしき

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

５日�　ミニ講話
１３日�　青空集会（南流山３号公園）

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

児童館・センター今月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。
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森森
山山
良良
子子
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

周
年
迎
え
た
市
民
芸
術
劇
場

　

周
年
迎
え
た
市
民
芸
術
劇
場

２０２０

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています�

　

う
つ
病
は
、
そ
れ
こ
そ

『
な
ぜ
か
は
知
ら
ね
ど　

心

わ
び
て
』、気
分
が
滅
入
り
こ

み
、
意
欲
が
減
退
し
、
や
た

ら
に
不
安
に
な
る
精
神
疾
患

で
す
。

　

き
ょ
う
は
、
そ
の
「
う
つ

病
と
励
ま
し
」
に
つ
い
て
話

を
し
ま
す
。

　

励
ま
し
と
言
え
ば
、
傍
に

ク
ヨ
ク
ヨ
、
メ
ソ
メ
ソ
し
た

人
が
居
れ
ば
、
励
ま
し
た
く

な
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

実
は
う
つ
病
の
人
に
「
頑
張

れ
」、「
し
っ
か
り
し
ろ
」
な

ど
は
禁
物
な
の
で
す
。

　

も
と
も
と
、「
さ
ぼ
っ
て
や

ろ
う
」
と
か
、「
怠
け
て
や
ろ

う
」
な
ん
て
気
持
ち
は
さ
ら

さ
ら
無
く
、
む
し
ろ
頑
張
り

に
頑
張
り
、
力
も
尽
き
果
て

た
末
に
、
う
つ
病
に
な
る
の

で
す
。

　

そ
ん
な
人
に「
頑

張
れ
」
は
、
無
理

難
題
と
い
う
も
の

で
す
。
う
つ
病
の

人
へ
の
励
ま
し
は
、

か
え
っ
て
負
担
に 

な
り
、
容
易
に
自

殺
に
追
い
や
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

で
は
、
う
つ
病

の
周
り
の
人
は
、

腫
物
に
触
れ
る
よ
う
に
遠
巻

き
に
見
守
る
し
か
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
す
べ
き
は
、
う

つ
病
の
人
の
愚
痴
を
聞
い
て

あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

う
つ
病
の
人
は
、
十
年
も

二
十
年
も
昔
の
こ
と
を
後
悔

し
自
分
を
責
め
つ
け
た
り
、

傍
か
ら
す
る
と
何
で
も
な
い

こ
と
を
心
配
し
、
不
安
に
お

び
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
徹
底
的
に
話

の
聞
き
役
に
回
っ
て
、
耳
を

傾
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
そ
ん
な
話
は
聞
き
た
く
な

い
」
と
か
、「
そ
の
話
は
聞
い

た
、
聞
い
た
」
と
か
説
教
が

ま
し
い
こ
と
や
、
意
地
の
悪

い
こ
と
は
決
し
て
言
わ
ず
に
、

何
度
で
も
聞
い
て
あ
げ
る
の

で
す
。

　

な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
人
は

愚
痴
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心

の
煙
突
掃
除
を
す
る
の
で 

す
。
だ
か
ら
、
愚
痴
を
聞
い

て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、

う
つ
病
に
対
す
る
立
派
な
治

療
行
為
な
の
で
す
。
そ
れ
も

素
人
が
で
き
る
、
最
も
効
果

的
な
治
療
な
の
で
す
。

（
文
／
奥
村　
 
精 
）

ま
こ
と

医療の現場から
Vol.14

うつ病と叱咤激励
流山市医師会ホームページ

http://www1.evnet.ne.jp/med.nagareyama/

　市医師会と市の共催で、福祉と教育の枠
を越えた講演会が行われています

　

流
山
市
民
芸
術
劇
場
実
行

委
員
会
で
は
、「
森
山
良
子
コ

ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
２
０
０ 

５
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

流
山
市
民
芸
術
劇
場
は
、

昭
和　

年
１
月
に
第
１
回
公

６０

演
を
開
催
し
て
以
来
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

演
劇
、
落
語
、
市
民
オ
ペ
ラ

な
ど
と
い
っ
た
多
彩
な
舞
台

芸
術
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提

供
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
設
立　

周
年
を

２０

記
念
し
て
、「
さ
と
う
き
び

畑
」、「
涙
そ
う
そ
う
」
な
ど

の
ヒ
ッ
ト
曲
で
知
ら
れ
る
日

本
の
ト
ッ
プ
シ
ン
ガ
ー
森
山

　

「
第　

回
流
山
ロ
ー
ド
レ

１４

ー
ス
大
会
」
を
、　

月
９
日

１０

に
開
催
し
ま
す
。

　

同
大
会
実
行
委
員
会
で

は
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

▽
日
時
＝　

月
９
日
�　

１０

１１

時
ス
タ
ー
ト
▽
場
所
＝
総
合

　

客
席
で
、
子
ど
も
が
歌
っ

て
も
踊
っ
て
も
、
お
互
い
に

気
に
し
な
い
約
束
の
「
子
育

て
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

こ
と
し
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
す
い
と
ん

を
試
食
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、

沖
縄
物
産
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
ご
一

緒
に
、
ご
家
族
で
楽
し
い
ひ

　

公
民
館
で
は
、「
脳
の
老

い
、
こ
こ
ろ
の
老
い
」
を
テ

ー
マ
に
「
ゆ
う
ゆ
う
大
学
公

開
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

精
神
科
医
の
長
尾
佳
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
脳
科
学

や
老
年
医
学
の
分
野
か
ら
高

　
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

月
９
日
開
催

　

月
９
日
開
催
、、
参
加
者
を
募
集

参
加
者
を
募
集　

１０１０

柏レイソル流山ホームタウンデー

　　市民３０組６０人を無料招待

ハーフタイムに向小金小の児童が出演

運
動
公
園
周
回
コ
ー
ス
（　
１０

㎞
）
▽
種
目
＝
①
一
般
男
子

②
一
般
女
子
③　

歳
代
男
子

４０

④　

歳
代
女
子
⑤　

歳
代
男

４０

５０

子
⑥　

歳
以
上
女
子
⑦　

歳

５０

６０

以
上
男
子
⑧
高
校
男
子
⑨
高

校
女
子
※
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技

者
で
、
お
お
む
ね　

分
以
内

７０

で
完
走
で
き
る
方
▽
参
加
費

＝
３
０
０
０
円
▽
申
し
込
み

＝
市
民
総
合
体
育
館
、
公
民

館
に
設
置
の
参
加
申
込
用
紙

（
郵
便
振
替
用
紙
）に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
参
加
費
を
添

え
て
、
８
月　

日
（
消
印
有

２３

効
）
ま
で
に
郵
便
局
で
申
し

込
み
を
▽
賞
品
＝
各
種
目
６

位
ま
で
に
賞
状
と
賞
品
。
参

加
者
全
員
に
Ｔ
シ
ャ
ツ

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

齢
者
の
生
活
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
７
月
７
日
�　
１０

時　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
文

３０

１２

化
会
館
▽
講
師
＝
長
尾
佳
子

さ
ん
（
精
神
科
医
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

�♪子育てサロンコンサート　�♪

小さなお子さんも小さなお子さんも 

ご一緒にご一緒に　

良
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
透
明
感
の
あ
る
歌
声
と

歌
唱
力
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
	　

２３

１７

時
（
開
演
）
〜
▽
場
所
＝
文

化
会
館
▽
入
場
料
＝
５
５
０

０
円
（
全
席
指
定
）
▽
チ
ケ

ッ
ト
販
売
＝
７
月　

日
か 

２４

ら
、
文
化
会
館
、
各
公
民 

館
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー
、
イ

ト
ウ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
テ
ィ

（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山

店
３
階
）、
読
売
新
聞


青 

木
新
聞
Ｙ
Ｃ
初
石
支
店
、
朝

日
新
聞
�
ア
ー
ツ
Ａ
Ｓ
Ａ
江

戸
川
台
で
前
売
り
開
始

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

脳
と
心
の
老
い
テ
ー
マ
に
講
演
会

脳
と
心
の
老
い
テ
ー
マ
に
講
演
会 

７
日
に
文
化
会
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　フィナーレには子どもも舞台に

　�日立柏レイソル営
業グループでは、「柏レ
イソル流山ホームタウ
ンデー」として、市民
３０組６０人を８月２８日の対
セレッソ大阪戦に無料 
招待します。
　この試合では、ハー
フタイムに向小金小学
校の金管部とバトントワリングクラブが出演します。また、
スタジアム内で流山市観光協会による産直品のプレゼントも
あります。もし抽選にはずれても、ぜひ、観戦してください。
　▽日時＝８月２８日�１９時（キックオフ）～▽場所＝日立柏サ
ッカー場（柏市）▽対象／定員＝市民／３０組（多数抽選）▽
応募方法＝往復ハガキに郵便番号、住所、氏名、年齢、電話
番号、返信用に宛名を明記し、７月２０日（消印有効）までに〒
２７７－００８３柏市日立台１－２－５０�日立柏レイソル営業グルー
プ「流山ホームタウンデー　ペアチケット」係へ
　□問 �日立柏レイソル営業グループ
　　�７１６７－０７１７（火～金曜１０時～１７時）

ああぶぶくくまま洞洞とと陶陶芸芸体体験験ツツアアーー
―　バスで行く相馬ユートピア　―

日　　程　９月２日�～３日�
コ ー ス
　　　　　文化会館（７：００）―東部公民館（７：２０）―南流山センタ

ー（７：４０）―江戸川台駅西口千葉銀行前（８：００）―流
山ＩＣ―あぶくま洞（自由昼食）・でこ屋敷―相馬ユー
トピア泊

　　　　　相馬ユートピア―松川浦―大堀相馬焼（陶芸体験） 
―いわき･ら･ら･ミュウ（昼食・買い物）―いわき勿
来ＩＣ―流山市内

定　　員　３０人（最少催行人員）※３人以上のご家族・グルー
プの場合は、１室ご利用になれます。ただし、申し
込み状況により変更の場合あり。２人１室をご希望
の方は相談を

締め切り　８月１日�※定員になり次第締め切り
企　　画　�流山相馬ふるさと振興公社
後　　援　流山市
主　　催　東急観光（国土交通大臣登録旅行業第３８号）
申し込み　電話で東急観光千葉支店（�０４３－２４３－

０１０９）へ
問い合わせ　コミュニティ課�７１５０－６０７６

●料金（税込み、１泊３食）

１９,７００円大　人市　

外

１８,２００円６０歳以上市　

民 １７,９００円
中学生以
下

１８,７００円６０歳未満

１７,４００円中学生以下

相馬特選
おみやげ付き

夕食時ビール１本または
ジュース２本付き

特典２特典１

１日目

２日目

昨年は南部中吹奏楽部が演奏　昨年は南部中吹奏楽部が演奏

8 Title:広報ながれやま7/1P6-8.ec6 Page:8  Date: 2005/06/28 Tue 17:32:58


